
 

 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
 



 

 



 
 

 

 

 

 

 

 













 

 

泉区和泉町住居表示第二次地区について 

 

  これまで、第一次地区について検討してきましたが、今回より、平成 25 年秋の実

施に向け、第二次地区について検討を開始します。 

 

１ 検討対象エリアについて（資料４－１「長後街道南部エリア全体図」） 

  長後街道の南側の地域を検討の対象とします。 

（１）エリアの概要 

  ア エリア総面積…約 1.30ｋ㎡ 

  イ 世帯数…約 4,900 世帯 

  ウ 関係町内会…和泉中村町内会、Ａ．Ｇ．Ｉ．自治会、和泉台谷戸町内会、 

和泉町団地自治会、和泉東町内会、和泉栄町内会、中和泉町内会、 

グレーシアいずみ中央自治会、パークスクエア横濱いずみ中央自

治会、大丸西町内会、大丸北町内会、大丸東町内会、原町内会、 

陣屋自治会、下村町内会 

  エ 公共施設…中和田小学校、伊勢山小学校、泉が丘中学校 

 

 

 

 

 

 

 

（２）エリアの考え方 

   長後街道の南側の地域を一つのエリアとした場合、町面積の基準に基づいて町を 

割ると、町数が多くなります。そのため、長後街道の南側の地域を複数のエリアに 

分けて検討を進めることとします。 

 

（３）検討課題（資料４－２、４－３） 

・長後街道の南側の地域には、町の境界として分かりやすい大きな道路、河川等が

ない。 

・町の境界となる市街化区域と市街化調整区域の境界が、複雑に入り組んでいる部

分がある。 

第７回検討委員会 資料４

【住居表示の整備基準】 

・住居表示は、原則として市街化区域で実施する。 

・町の境界は、道路、河川、水路、鉄道等恒久的な施設により、複雑に入り組ん

だり飛地が生じたりしないよう、簡明な町界線で画す。 

・町の面積は、１町あたり 0.132～0.165ｋ㎡を基準とする。 



２ 各地域での検討について 

（１）検討内容 

ア 長後街道の南側の地域をいくつのエリアに分ければよいか。また、その境界は

どこにすればよいか。 

イ 市街化区域と市街化調整区域の境界が複雑になっている部分について、町の境

界はどこにすべきか。また、その理由は何か。 

 

（２）回答方法 

回答用紙（別添）にて、ＦＡＸでご回答ください。 

 

（３）回答期限 

11 月中旬予定（第８回検討委員会前） 





　　資料４－２



資料４－３

1991番地（20軒）

1966番地（31軒）

1987番地（27軒）
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